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西表島

• 島の9割が森林（2次林含む）で覆われ、
日本に自生する維管束植物の約1/6
（約1200種）が分布

西表島 沖縄本島

奄美大島

徳之島

屋久島

台湾

• 八重山諸島の一つ（面積約289km2）

八重山諸島

西表島
沖縄本島

奄美大島

徳之島

屋久島

台湾
八重山諸島

豊かな森林生態系が残る島

• 島のほぼ全域が国立公園（2016年拡張）

1. 研究背景等



植物に関してこれらの対応を行うためには
植物相の基盤データが必要

2021年に沖縄本島北部、奄美大島、徳之島とともに世界自然
遺産登録に向けてユネスコ世界遺産センターに登録勧告

島の保全に向けて植物相のデータは世界自然遺産登録後こそ必要

その地域のどこにどんな植物が分布するかのリスト

観光管理の仕組み 絶滅危惧種等のモニタリング

侵略的外来種の駆除・管理

IUCNからの指摘（初回推薦時）

対応
重点的保護区設定 植生モニタリング

絶滅危惧種保全 外来生物防除

1. 研究背景等



西表島の植物相データは不十分

網羅的かつ定量的な植物相データを早急に整備することが必要

・調査された場所が限られ
 ており、データに偏りがある

・道の無い場所はほとんど
調査されていない

近年、観光利用の形態が変化し、
これまで人が入らなかった場所
にも入りつつある

県道・農道

トレイル

観光船

これまでのデータ

どこにどんな植物が
分布しているか十分
に分かっていない

GBIFより西表島で
採集された植物
約700点の位置
情報をプロット

1. 研究背景等



研究の目的

西表島で、全維管束植物を対象とした網羅的・定量的

な植物相研究を行い、環境政策に資する基盤データを

整備する

・国立公園内での効果的な重点的保護区の選定

・植生モニタリングの起点データとしての活用

・絶滅危惧種の効果的な保全策の策定、ランクの変更

・侵略的外来種の効率的な防除

期待される環境政策等への貢献

２. 研究開発目的



研究目標

以下の2つを明らかにする

（1）西表島の全維管束植物種（絶滅危惧種・外来種含む）
のリストおよび分布図

（2）全島をカバーする210地点の多様性マップ，植生マップ

分布地の環境の記録

（3）生態ニッチモデリング解析による全絶滅危惧種・侵略的

外来種の潜在的分布地予測，将来の分布予測マップ

（解析可能な種に適用）

①西表島のどの地域で植物の種多様性が高いのか？

②絶滅危惧種はどのような環境下に生育しているのか？

3. 研究目標



研究内容概略

西表島で、全維管束植物を対象とした、
網羅的・定量的な植物相研究の実施

全島を覆う 1 km2メッシュを踏査

各メッシュに1本のベルトトランセクト法
による植生プロット調査（後述）

方法：

分布情報そのものの整備と、それを用いた
マッピングと生態ニッチモデリングによる
解析

4. 研究開発内容



生態ニッチモデリング

侵略的外来種マップ

絶滅危惧植物マップ

位置情報を紐付けた
植物種のリスト

環境情報
（地形・気候など）

多様性ホットスポットマップ
植生マップ

網羅的・定量的分布情報を用いた解析の流れ

絶滅危惧種・侵略的外来種
分布予測マップ

気候変動シナリオ

緯度経度 標高 ・・・
種A ・・・
種B ・・・
種C ・・・… … … …

●m

▲m
◆m

4. 研究開発内容

（解析可能な種に適用）



ベルトトランセクト法（以下トランセクトと略記）

100m
10m

5m
10m

●● ●● ●● ●

・セクション（5×10 m）毎に全維管束植物種を記録

・樹高と胸高直径を測定

・花・果実の有無に関係無く全種の標本を作製

・標本と対応したDNA解析用サンプルの採取

とりこぼしなく、網羅的・定量的に調査できる

標本に従来よりも多くの情報を付加
（標高、緯度・経度＋斜面方位・斜度・植生）

4. 研究開発内容



標本の採集状況

採集標本点数

西表フロラチェックリスト：1,577種（自生1,287種＋外来290種）

・ うち本プロジェクト野外調査で標本採集済み：
自生857種（66.6％）＋外来182種（62.8％）

・過去のものも含めた証拠標本のある種
（大学や博物館等の標本，文献での引用標本）：
自生1,109種（86.4％）＋外来266種（92.7％）

5-1. 成果の概要

令和2～4年度：15,957点（R.5  3/31現在）

合計：31,966点

推進費プロジェクト開始以前：16,009点



トランセクト調査の達成状況
5-1. 成果の概要

合計208地点
（目標210地点の99％）



種の多様性、絶滅危惧種数

種多様性・・・トランセクト出現種数を3次メッシュごとに集計

5-1. 成果の概要

絶滅危惧種数・・・トランセクトに出現したVU以上の絶滅危惧種

・島の中心部ほど種多様性が高い傾向（特に北東部、中南部）

・出現種数は40～166種

・調査区の84％（175/208地点）において1～11種が出現

・種多様性と絶滅危惧種数は必ずしも対応していなかった



植生マップ（出現種によって植生タイプを分類）

Isopam 法で各調査地における種の
出現パターンをクラスタリング

5-1. 成果の概要

標
高

(
m
)

種
数

標徴種
A: オオバイヌビワ, ナガミボチョウジ, コウトウヤマヒハツなど
B: トウツルモドキ, ナガバコバンモチ
C: なし
D: ヒサカキサザンカ, ミミズバイ, エダウチホングウシダなど
E: ヘツカシダ, トキワヤブハギ, ニコゲルリミノキ, ヤマビワソウなど

E



絶滅危惧植物の生態ニッチモデリング解析

1．解析可能な37種の絶滅危惧植物について、MaxEnt を使用した
潜在的分布地予測図を作成した

5-1. 成果の概要

・分布への寄与度の高い環境変数・・・種により異なる
・11種で比較的良好な予測ができた一方で、予測精度が不十分な
  種が多かった
               ・・・［今後］島単独より島外分布データも加味して解析
・岩壁・土崖に生育する種は予測が困難

・・・変数の追加・選択を改良

2．気候変数の寄与度が高い絶滅危惧植物5種で将来予測図を作成

今後の気候変動による気温上昇で
・4種・・・分布縮小・ほぼ消滅
・1種・・・分布拡大



外来植物の分布状況（トランセクト内）

重点対策外来種

ギンゴウカン（ギンネム）

・調査区の23.6%（49/208地点）
に外来種が出現

5-1. 成果の概要

フトモモ

定着予防外来種



5-1. 成果の概要

緊急対策外来種アメリカハマグルマ

・キク科多年草、世界各地に帰化

・繁殖力が旺盛で地面を覆うように拡がり在来
植生にも悪影響

踏査およびドローンを使用し
た空撮画像を用いて詳細な
分布調査

・生態ニッチモデリング解析に
よる潜在的分布地予測図

・現在の分布図



5-1. 成果の概要

緊急対策外来種アメリカハマグルマ

現在の分布

潜在的分布予測図

・隔離された場所や一部の林道
に侵入

・現在は分布が見られないが，潜在的
な分布域と予測される地域が存在

・今後分布が拡大する懸念がある
場所付近を優先して防除の必要

・西表島各地に拡がり、大面積
で繁殖しているところもみられた



ホソバノキミズ

DNAバーコーディング・系統解析

・新産種、同定困難種、分布上興味が持たれる種
はDNAバーコーディング・系統解析

ホソバムラサキ Callicarpa pilosissima
・・・葉緑体DNAの2領域が台湾のものと一致

（山本ら 2023）

ホソバノキミズ Elatostema lineolatum var. majus
・・・核のITS, 葉緑体trnH-psbAの配列が台湾のもの
と一致。染色体数を3個体で確認。2n = 26で台湾産
のもの(Kanemoto 2018)と同じ (Naiki et al. 2022)

ホソバムラサキ
10μm

5-1. 成果の概要



環境政策等への貢献
5-2. 環境政策等への貢献

国立公園内での効果的な重点的保護区の選定
・本研究結果を用いて重点的に保護する地区、新たに観光
での立ち入りを制限する地区を選定する際の資料として活用
・公園計画の一部変更や新たな指定種の根拠資料として活用

植生モニタリングの起点データとしての活用
・観光利用での植生変化モニタリングの対照区としての利用
・今後の植生モニタリングの起点データとして活用

絶滅危惧種の効果的な保全策の策定、ランクの変更
・種レベルでの保全が必要な種の選定に利用
・ランク変更の検討資料として活用

侵略的外来種の効率的な防除
・優先的に対策する地域を選定する際の資料として活用

ノヤギ対策
・調査時のトラッキングデータを対策に利用



環境政策等への貢献
5-2. 環境政策等への貢献

国立公園内での効果的な重点的保護区の選定
・本研究結果を用いて重点的に保護する地区、新たに観光
での立ち入りを制限する地区を選定する際の資料として活用
・公園計画の一部変更や新たな指定種の根拠資料として活用

環境相事業への助言・協力
環境省が令和元年度「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表
島」世界自然遺産推薦地における観光利用による影響把握手法
検討業務を受託した事業者への助言と調査協力

• 観光客がよく訪れる場所に
利用者カウンター設置（環境省）

• カウンター付近のトレイル幅・
植生がどのように変化するか
をモニタリング（本事業）



研究目標の達成状況
5-3. 研究目標の達成状況

（1）西表島の全維管束植物種（絶滅危惧種・外来種含む）の
リストおよび分布図

（2）全島をカバーする210地点の多様性マップ，植生マップ

①西表島のどの地域で植物の種多様性が高いのか？

85箇所のトランセクト法および踏査によって西表島の維管束植
物15,957点の標本を作成し、従来の123箇所のトランセクトデー
タと合わせて208箇所31,966点の標本を得た。これらに基づき、
各維管束植物種の分布図を作成し、種数の多い場所を特定した

また、マップ西表島の208地点の植生マップおよび多様性マップ
を作成し、西表島の北東部や中南部に多様性の高い地域があ
ることを明らかにした

目標どおりの成果をあげた



研究目標の達成状況
5-3. 研究目標の達成状況

 分布地の環境の記録

（3）生態ニッチモデリング解析による全絶滅危惧種・侵略的
外来種の潜在的分布地予測，将来の分布予測マップ
（解析可能な種に適用）

②絶滅危惧種はどのような環境下に生育しているのか？

解析可能な絶滅危惧植物・侵略的外来植物の種数は限られる
ものの、潜在的分布地予測図を作成することができ、さらに気候
変数の寄与が高いと判断される絶滅危惧植物については気候
変動による将来予測図も作成することができた

目標どおりの成果をあげた



6. 研究成果の発表状況

研究成果の発表状況
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6. 研究成果の発表状況
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（主に調査中に見かけた注目すべき植物）に関して発信

ページURL: https://www.facebook.com/Flora.Iriomote（大学に届け出済み）

（5）本研究費の成果による受賞

日本植物分類学会第20回大会（オンライン）大会発表賞、日本植物分類学会、2021年3月8
日、山本武能



6. 研究成果の発表状況

研究成果の発表状況
（6）その他発表

1）本宮万愛、高橋大樹、田金秀一郎、内貴章世、渡邊謙太、伊藤拓朗、陶山佳久：第54回種
生物学会シンポジウム（2022）
「地史および人為によって形成された琉球列島におけるリュウキュウチク節分類群の遺伝的
集団構造」

2）本宮万愛、高橋大樹、田金秀一郎、渡邊謙太、内貴章世、陶山佳久: 第70回日本生態学会
大会（2023）.「琉球列島における照葉樹林構成種の遺伝的多様性の分布」

3）設樂拓人、山本武能、阿部篤志、内貴章世：日本植物分類学会第22回大会（2023）
「生態ニッチモデルを用いた沖縄県西表島における絶滅危惧植物の潜在分布域の推定」

ポスター発表（学会等）

博物館における展示

4）2023年3月4日～19日の期間、沖縄県立博物館・美術館で開催された『奄美大島、
徳之島、沖縄島北部及び西表島―世界自然遺産展』において、本研究の成果の
一部がパネルで紹介された。
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